












えている。そんな時代が長くつづいた。そのなか 岩崎力が、安東次男、志村正雄、原卓也、河島英昭、そして迂生が赴任したころには、奴田原睦明、牛島信明、沓掛良彦、西永良成 荒このみ 谷川道子、亀山郁夫、関口時正…といっ 面々が、この総合文化研究所に集っていた。　
だが翻訳を介してもたらされる華やかさが潰えつつある いう危惧は残念ながら徐々に
現実となりつつある。それを無難に、大学をめぐる内的外的事情が輻輳した結果とみることも可能だろうし、あ いはもっと深刻に、外国文学研究 ありか 自体 翻訳を駆逐する方向へと滑走をつづけている現在進行中の事態の反映であるとみることも可能だろう。そのいずれであるにせよ、総合文化研究所を支える所員たちの主要 活動のひとつであるはず 翻訳の成果が、少なくとも量的に減退してい 事実は否定でき い。　
他方、昨今いわゆる「世界文学」をめぐる議論のな で、十九世紀にゲーテ 唱えた意
味とは異な 文脈のもと、 「翻訳」はま 新たな意義を獲得 つつある。 わばふ つの相容れない現象が並行して総合文化研究所を取り巻 日常のなかで繰りひろげられているということだ。　
だとすれば翻訳の実践と研究をめぐる考察をすぐれて今日的課題としてとらえ、あらた














pus, la vie sans fin ） 」 （この試みがなにをもたらしたかについては、
『ふらんす』 （白水社、二〇一六年二月号）所載の特集「翻訳者の仕事」に詳しい） 。　
二〇一六年度もこの課題に向き合いながら、 所の営みをつづけてみようと考えている。
******************
　
こうした意図のもと一年を務めさせていただいたが、その成果があらわれるには暫く時
が要るかもしれない。　
総合文化研究所の発展と、所員のみなさんのさらなる活躍を心より祈りつ 、この巻頭
言をもって惜別の辞としたい。
